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現
代
欧
米
価
値
論
の
一
考
察

　
　
　
｝
ク
ラ
ウ
ゼ
『
貨
幣
と
摘
象
的
労
働
』

第
一
節
価
値
論
を
巡
る
状
況

の
批
判
的
検
討
1

　
歴
史
的
に
は
第
三
期
と
さ
れ
る
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
マ
ル
ク

ス
価
値
論
を
巡
る
欧
米
で
の
論
争
は
、
我
国
で
の
価
値
論
研
究
．

『
資
本
論
』
研
究
に
も
重
要
な
問
い
か
け
を
迫
っ
て
い
る
と
い
え

る
。
筆
者
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
欧
米
・
我
国
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス

労
働
価
値
論
の
解
釈
は
、
従
来
次
の
よ
う
な
諸
潮
流
に
分
岐
し
て

い
た
。
①
超
歴
史
的
・
比
較
体
制
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
。
人
間
と
自

然
の
質
料
代
謝
の
根
源
性
と
し
て
労
働
を
把
握
す
る
こ
と
に
労
働

価
値
論
の
積
極
的
意
義
を
見
出
す
（
〔
3
3
〕
一
五
頁
、
〔
1
8
〕
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

二
頁
）
。
②
「
体
化
労
働
」
的
ア
プ
ロ
ー
チ
。
生
産
過
程
で
労
働
が

生
産
物
に
対
象
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
個
値
が
生
ず
る
と
す
る

真
　
　
田

哲
　
　
也

労
働
価
値
論
。
③
抽
象
的
労
働
ア
プ
ロ
ー
チ
。
市
場
で
の
商
品
交

換
関
係
に
紅
い
て
異
質
な
財
（
具
体
的
労
働
）
が
抽
象
的
労
働
に

遼
元
さ
れ
て
価
値
評
価
が
な
さ
れ
る
と
す
る
労
働
価
値
論
（
〔
1
〕

〔
2
〕
）
。
④
共
同
主
観
的
ア
プ
ロ
ー
チ
。
価
値
は
共
同
主
観
的
に

一
種
の
自
立
的
な
存
在
を
持
つ
も
の
と
し
て
妥
当
し
て
お
り
、
そ

れ
ゆ
え
に
客
観
的
な
思
想
形
態
で
あ
る
と
す
る
価
値
論
（
〔
3
0
〕

二
二
〇
頁
）
。
⑥
理
論
的
（
言
説
的
）
仮
構
ア
プ
ロ
ー
一
チ
。
経
験

的
事
実
と
し
て
で
は
な
く
、
思
考
的
事
実
、
思
考
の
補
助
手
段
と

し
て
、
あ
る
い
は
論
理
的
仮
説
と
し
て
捉
え
る
価
値
論
（
〔
8
〕

〔
1
0
〕
〔
2
1
〕
〔
2
6
〕
ニ
ハ
五
貫
）
。

　
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
状
況
の
申
で
、
欧
米
の
価
値
論
論
争
で
は
、

な
お
④
、
⑤
の
問
題
性
を
も
包
含
し
え
て
い
な
い
も
の
の
、
①
②
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（103）　現代欧米価値論の一考察

を
批
判
し
つ
つ
、
③
の
理
論
的
優
位
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
て
い

る
。
特
に
、
商
品
交
換
関
係
に
お
い
て
な
さ
れ
る
遠
元
と
し
て
抽

象
的
人
間
労
働
を
捉
え
、
ル
ー
ピ
ン
以
来
の
社
会
的
ア
プ
ロ
ー
チ

を
再
興
さ
せ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
ク
ラ
ウ
ゼ
の

『
貨
幣
と
抽
象
的
労
働
』
で
あ
る
。
こ
の
著
作
の
意
義
に
つ
い
て

は
、
翻
訳
に
お
け
る
高
須
賀
氏
の
解
題
ほ
か
で
詳
し
く
論
じ
ら
れ

て
い
る
が
（
〔
2
8
〕
〔
1
5
〕
〔
1
6
〕
）
、
価
値
論
と
の
か
か
わ
り
で
は
、

マ
ル
ク
ス
の
規
定
す
る
抽
象
的
人
間
労
働
が
、
商
品
交
換
関
係
部

　
　
’

面
、
従
っ
て
、
貨
幣
の
媒
介
機
能
と
不
可
分
の
規
定
で
あ
る
こ
と
・

を
指
摘
し
た
点
が
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
。
「
生
産
に
支
出
さ
れ

た
相
異
な
る
具
体
的
有
用
労
働
が
一
定
量
で
相
互
に
『
等
し
い
と

み
な
さ
れ
る
』
と
い
う
こ
と
は
、
労
働
生
産
物
に
つ
い
て
の
貨
幣

関
係
（
よ
り
一
般
的
に
は
個
値
形
態
）
か
ら
の
帰
結
で
あ
る
。
」

「
生
産
に
支
出
さ
れ
る
具
体
的
労
働
は
（
市
場
経
済
で
は
）
抽
象

的
人
間
労
働
の
形
態
を
も
つ
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
貨
幣
に
よ
っ
て
媒

介
さ
れ
る
労
働
生
産
物
の
流
通
を
通
じ
て
社
会
的
労
働
の
調
整
が

生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
商
品
と
一
体
化
し
て
抽
象
的
人

間
労
働
の
形
態
で
『
流
通
す
る
』
の
が
労
働
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

流
通
は
斉
合
的
た
り
う
る
の
で
あ
る
」
（
〔
2
〕
ω
・
＝
N
）
。

　
ク
ラ
ウ
ゼ
の
抽
象
的
人
間
労
働
論
は
、
従
来
の
マ
ル
ク
ス
労
働

価
値
論
の
生
理
的
・
技
術
主
義
的
な
理
解
と
そ
れ
に
依
拠
し
た
新

リ
カ
ー
ド
学
派
に
よ
る
マ
ル
ク
ス
価
値
論
批
判
と
い
う
状
況
の
下

で
、
両
面
批
判
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
書
に
対
す

る
従
来
の
評
価
も
、
そ
の
商
品
関
係
視
角
に
よ
る
抽
象
的
人
間
労

働
把
握
の
方
法
的
可
能
性
に
カ
点
が
置
か
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
ク
ラ
ウ
ぜ
の
商
品
関
係
ア
プ
ロ
ー
チ
に
筆
者
は
基
本

的
に
同
意
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
な
お
、
そ
こ
に
未
解
明
な
問
題

と
、
論
理
的
に
不
徹
底
な
問
魑
を
少
な
か
ら
ず
感
じ
る
。
従
来
の

ク
ラ
ウ
ゼ
評
価
を
前
捉
と
し
つ
つ
も
、
抽
象
的
人
間
労
働
論
の
商

品
関
係
ア
プ
ロ
ー
チ
の
理
論
的
意
義
と
射
程
を
よ
り
一
層
明
確
化

し
て
い
く
た
め
に
は
、
な
お
解
明
さ
れ
る
べ
き
多
く
の
論
点
が
あ

る
と
考
え
る
。
本
稿
は
、
ひ
と
ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
抽
象
的
労
働

論
ア
プ
ロ
ー
チ
の
理
論
的
到
達
を
代
表
し
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
ク

ラ
ウ
ゼ
の
『
貨
幣
と
抽
象
的
労
働
』
を
批
判
的
に
検
討
し
て
価
値

論
研
究
の
展
開
方
向
の
手
掛
り
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

第
二
節
　
ク
ラ
ウ
ぜ
理
論
の
基
本
構
造

　
ク
ラ
ウ
ゼ
『
貨
幣
と
抽
象
的
労
働
』
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
第
一

■
に
「
貨
幣
関
係
が
具
体
的
労
働
そ
れ
自
体
に
対
し
て
『
摘
象
的
労

働
』
と
呼
ぱ
れ
る
一
定
の
関
係
を
誘
導
す
る
」
（
〔
2
〕
岬
8
）
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一橋論叢 第95巻 第3号（104）

と
い
う
テ
ー
ぜ
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
具
体
的
労
働
と
い
う
こ
と
で
何
が
想
定
さ
れ
る
の
か
凝

問
を
残
す
点
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
生
産
過
程
で
体
化

す
る
生
理
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
出
と
し
て
の
抽
象
的
労
働
理
解
に
対

し
て
、
商
品
関
係
部
面
で
の
還
元
と
し
て
抽
象
的
労
働
を
把
握
す

る
も
の
と
し
て
そ
の
理
論
的
立
場
は
鮮
明
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ

れ
を
図
解
し
た
も
の
が
次
で
あ
る
。

　
肌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
異
な
る
タ
イ
ブ
の
具
体
的
労
働

　
　
一
　
　
　
生
産
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

貨
幣
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
抽
象
的
労
働

　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
。
j
－

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
異
な
る
タ
イ
プ
の
具
体
的
労
働

　
　
　
　
　
　
生
産

　
第
二
に
、
こ
の
異
質
な
生
産
過
程
と
し
て
の
具
体
的
労
働
が
通

約
さ
れ
抽
象
的
労
働
に
還
元
さ
れ
る
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
異
質
な
具
体
的
労
働
が
等
置
関
係
に
置
か
れ
る
と
き
「
具
体

的
労
働
は
量
的
に
異
な
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
は
係
数
に
よ
っ
て

与
え
ら
れ
る
」
（
〔
2
〕
ψ
署
）
と
さ
れ
る
。

　
た
と
え
ぱ
、
採
掘
労
働
（
黒
お
σ
彗
睾
げ
撃
）
を
B
七
し
精
練
労

働
（
く
宰
巨
ま
冒
o
有
墨
ま
o
5
を
Y
と
す
る
と
、

　
　
－
b
－
津
魯
ベ
ミ
ペ
ー
曝
璽
（
声
r
息
奔
蟻
圃
彊
象
蹄
剃
叫
）

　
そ
し
て
「
同
値
関
係
4
は
抽
象
的
労
働
の
関
係
と
呼
ぱ
れ
る
。

こ
の
関
係
に
合
わ
せ
て
、
あ
る
具
体
的
労
働
の
他
の
具
体
的
労
働

に
対
す
る
相
対
的
比
重
を
示
す
刎
は
還
元
係
数
と
呼
ぱ
れ
る
」

（
〔
2
〕
リ
ー
冨
）
。

　
第
三
に
、
ク
ラ
ウ
ゼ
は
次
の
〈
基
本
関
係
〉
と
い
う
命
題
を
定

立
す
る
。
「
基
本
関
係
は
抽
象
的
労
働
概
念
の
導
出
と
同
時
に
成

立
す
る
。
基
本
関
係
の
意
味
は
：
－
・
市
場
経
済
に
お
い
て
生
産
と

流
通
の
間
に
存
在
す
る
特
定
の
関
係
を
確
定
す
る
こ
と
で
あ
る
」

（
〔
2
〕
ω
二
量
）
。

　
　
違
1
～

　
　
§
～
．

　
任
意
の
商
品
肌
と
灼
に
対
し
て
λ
は
抽
象
的
労
働
の
量
、
ρ
は

価
椿
を
表
示
し
て
い
る
。
「
こ
の
関
係
は
流
通
（
生
産
価
格
）
と

生
産
（
相
対
労
働
価
値
）
の
連
関
に
と
っ
て
基
礎
を
な
す
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
連
関
を
基
本
関
係
と
呼
」
（
〔
2
〕
ψ

さ
N
）
ぶ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
価
値
は
投
入
係
数
（
生
産
過
程
の

状
況
を
定
量
的
に
総
括
す
る
）
と
価
椿
関
係
の
双
方
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
過
程
と
流

通
過
程
と
の
総
体
を
把
握
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」

（
〔
1
6
〕
六
七
頁
）
。
そ
し
て
、
そ
の
際
「
相
対
価
椿
と
抽
象
的
労
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（105）　現代欧米個値諭の一考察

働
で
の
相
対
労
働
支
出
は
量
的
に
一
致
す
る
」
と
さ
れ
る
。
「
摘

象
的
労
働
概
念
の
導
出
と
同
時
に
、
相
対
価
楕
と
相
対
労
働
価
値

の
一
致
が
流
通
と
生
産
の
基
本
関
係
と
な
っ
て
頂
く
」
（
〔
2
〕
ψ

一
曽
）
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
価
値
は
労
働
価
値
と
し
て
抽
象
的

労
働
と
同
一
視
さ
れ
・
か
つ
生
き
た
労
働
・
生
産
過
程
に
あ
る
労

働
と
同
義
に
把
握
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、
ク
ラ
ウ

ゼ
は
言
う
。
「
本
研
究
は
労
働
の
異
質
性
に
焦
点
を
当
て
、
貨
幣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

に
媒
介
さ
れ
た
労
働
生
産
物
の
交
換
が
、
相
異
な
る
具
体
的
労
働

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

そ
れ
自
体
の
相
互
関
連
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
帰
結
を
も
た
ら
す

か
を
分
析
す
る
」
（
〔
2
〕
冒
邑
Φ
岸
…
o
q
写
）
と
嬰
言
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
具
体
的
労
働
が
生
き
た
労
働
と
し
て
、
－
生
産
過

程
に
あ
る
労
働
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
が
多
様
な
生
産
過
程
の

一
様
な
把
握
を
可
能
と
す
る
理
論
装
置
で
あ
る
〈
労
働
の
標
準
還

元
〉
論
の
理
論
的
前
提
と
な
り
、
ま
た
〈
転
化
問
題
の
還
元
問
魑

へ
の
止
揚
〉
と
い
う
主
張
の
布
石
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
第
四
に
、
還
元
係
数
の
量
的
未
決
定
テ
ー
ぜ
。
「
こ
こ
で
導
出

さ
れ
た
抽
象
的
労
働
概
念
の
本
質
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
抽
象
的

労
働
の
量
は
、
そ
の
相
対
関
係
と
同
様
に
、
そ
の
大
き
さ
が
決
定

さ
れ
な
い
」
（
〔
2
〕
日
本
語
序
文
v
）
点
に
あ
る
。
「
労
働
価
値
は

抽
象
的
労
働
の
量
が
ど
の
具
体
的
労
働
に
よ
っ
て
、
表
現
さ
れ
る

の
か
に
依
存
し
て
．
お
り
、
そ
し
て
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
そ
れ

は
還
元
係
数
に
依
存
す
る
」
（
〔
2
〕
ψ
－
旨
）
と
さ
れ
、
そ
の

「
還
元
係
数
は
、
基
本
関
係
で
商
品
の
価
格
に
結
ぴ
つ
け
ら
れ
」

（
〔
2
〕
岬
H
竃
）
交
換
関
係
の
中
で
決
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の

量
的
な
決
定
は
「
生
産
と
の
関
連
に
お
い
て
生
産
さ
れ
る
商
品
－

単
位
当
た
り
の
新
価
値
と
使
用
さ
れ
る
労
働
時
間
間
当
た
り
の
新

価
値
に
対
応
す
る
」
（
〔
2
〕
ψ
ご
N
）
と
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
「
…
…
還
元
係
数
は
未
決
定
で
あ
る
の
で
、
摘
象
的
労
働
で

の
相
対
的
労
働
支
出
の
大
き
さ
は
決
定
さ
れ
」
ず
、
「
…
…
基
本

関
係
は
相
対
価
格
の
量
的
決
定
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
決
し
て
な

い
…
…
」
（
〔
2
〕
日
本
語
序
文
v
）
の
で
あ
る
。

　
第
五
に
、
以
上
の
よ
う
に
流
通
と
生
産
の
関
連
を
理
論
的
に
確

定
し
た
後
に
、
今
度
は
多
肢
的
な
個
別
的
生
産
過
程
を
社
会
総
体

的
に
把
握
す
る
た
め
に
、
〈
労
働
の
標
準
還
元
〉
論
が
提
起
さ
れ

る
。
〈
基
本
関
係
〉
に
よ
っ
て
遼
元
係
数
を
特
定
化
す
る
だ
け
で

は
、
剰
余
価
値
率
が
部
門
、
こ
と
に
異
な
り
、
異
質
労
働
に
関
し
て

剰
余
価
値
率
が
均
等
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
単
一
の
マ
ク
ロ
的

な
経
済
的
関
係
に
還
元
す
る
操
作
と
し
て
標
準
還
元
が
要
請
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
生
産
過
程
と
流
通
過
程
を
結
合
す
る

の
が
〈
基
本
関
係
〉
と
す
れ
ぱ
、
多
部
門
的
な
生
産
過
程
を
一
様
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な
も
の
と
し
て
把
握
可
能
に
す
る
の
が
〈
標
準
還
元
〉
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
「
標
準
還
元
は
社
会
的
労
働
を
均
等
に
剰
余
価
値

創
造
労
働
と
し
て
記
述
す
る
」
（
〔
2
〕
ψ
－
寒
）
の
で
あ
り
「
生

産
価
格
体
系
で
表
現
さ
れ
て
い
る
各
部
門
間
の
多
様
な
関
係
が
賃

金
と
利
潤
と
の
間
の
単
一
の
マ
ク
ロ
経
済
的
分
配
関
係
に
還
元
さ

れ
」
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
「
標
準
遼
元
は
多
く
の
変
数
の

多
部
門
的
関
連
を
価
樒
水
準
に
よ
っ
て
除
せ
ら
れ
た
賃
金
水
準
と

利
潤
率
の
間
の
単
一
マ
ク
ロ
経
済
的
分
配
関
係
に
還
元
す
る
」

（
〔
2
〕
日
本
語
序
文
、
刊
）
の
で
あ
る
。

　
第
六
に
〈
標
準
還
元
〉
論
は
も
う
一
つ
の
意
義
を
も
つ
。
す
な

わ
ち
「
古
典
的
な
転
化
問
題
と
還
元
問
題
に
新
し
い
光
を
あ
て
る
。

つ
ま
り
、
両
者
に
つ
い
て
一
方
は
他
方
の
双
生
児
で
あ
る
こ
と
が

判
明
す
る
…
…
」
（
同
）
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
主
張
に
は
、
従

来
の
「
転
化
問
題
」
理
解
へ
の
批
判
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
従
来
は
、
価
値
が
技
術
的
な
投
入
係
数
か
ら
決
定
さ
れ
、

他
方
同
時
に
生
産
価
楮
も
ま
た
投
入
係
数
と
実
質
賃
金
率
か
ら
決

定
さ
れ
る
、
と
い
う
二
元
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
設

定
し
、
し
か
る
の
ち
に
両
ア
プ
ロ
ー
チ
の
関
連
を
問
う
と
い
う
方

法
（
〔
2
3
〕
一
二
七
頁
、
〔
∬
〕
三
〇
九
貢
）
が
と
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
ク
ラ
ウ
ゼ
は
、
価
格
体
系
に
価
値
が
比
例
す
る
よ

う
に
異
質
労
働
が
抽
象
的
労
働
に
還
元
さ
れ
る
と
い
う
く
基
本
関

係
V
の
設
定
と
多
都
門
的
生
産
過
程
を
均
等
化
し
て
把
握
す
る

く
標
準
還
元
V
の
設
定
に
よ
っ
て
、
投
入
係
数
を
個
別
的
生
産
過

　
　
　
　
　
＾
2
〕

程
に
隈
定
し
つ
つ
、
か
つ
そ
れ
が
〈
基
本
関
係
〉
に
よ
っ
て
価
格

と
連
結
さ
せ
ら
れ
る
と
共
に
、
〈
標
準
還
元
〉
に
よ
っ
て
多
部
門

的
生
産
過
程
を
社
会
総
体
的
関
係
に
還
元
さ
せ
ら
れ
る
、
と
い
う

理
論
を
提
起
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
生
産
過
程
と
流
通
過

程
、
個
別
的
生
産
と
社
会
的
マ
ク
ロ
的
経
済
が
二
兀
的
に
把
握
さ

れ
る
こ
と
で
、
転
化
問
題
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う

の
で
あ
る
。

　
鍵
概
念
た
る
〈
基
本
関
係
〉
は
、
①
労
働
価
値
と
価
楮
を
そ
れ

ぞ
れ
生
産
過
程
と
流
通
過
程
に
対
応
さ
せ
つ
つ
、
②
生
産
過
程
に

あ
る
労
働
た
る
呉
体
的
有
用
労
働
が
貨
幣
を
媒
介
と
し
つ
つ
流
動

量
と
し
て
通
約
さ
れ
る
と
し
て
、
③
生
産
過
程
に
あ
る
労
働
・
生

き
た
労
働
と
拙
象
的
人
間
労
働
を
同
義
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
成
立
す
る
理
論
装
置
で
あ
る
。
ま
た
、
〈
労
働
の
標
準
遼

元
〉
は
、
①
評
価
主
体
た
る
資
本
家
に
よ
る
利
潤
・
費
用
価
格
と

い
う
評
価
形
態
の
成
立
と
、
そ
の
よ
う
な
評
価
諸
主
体
の
相
互
関

係
（
競
争
）
に
よ
っ
て
成
立
す
る
平
均
利
潤
が
逆
に
諸
主
体
の
評

価
基
準
と
な
っ
て
評
個
値
を
規
定
し
て
い
く
と
い
う
社
会
的
評
価
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様
式
の
複
雑
な
関
連
（
後
述
）
を
捨
象
し
て
、
理
論
的
考
察
の
対

象
の
外
に
置
き
所
与
化
す
る
こ
と
で
②
多
部
門
的
生
産
過
程
に
お

け
る
異
質
な
生
き
た
労
働
を
直
接
に
摘
象
的
労
働
に
還
元
し
、
標

準
化
す
る
た
め
の
理
論
装
置
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
ク
ラ
ウ
ゼ
の
主
要
命
題
を
整
理
し
て
み
た
が
、
筆
者
と

し
て
評
価
す
べ
き
論
点
は
次
の
点
に
あ
る
と
考
え
る
。
第
一
に
、

貨
幣
に
媒
介
さ
れ
る
流
通
過
穆
で
商
晶
と
一
体
化
し
て
流
通
す
る

も
の
と
し
て
抽
象
化
さ
れ
た
労
働
を
捉
え
、
マ
ル
ク
ス
の
抽
象
的

人
間
労
働
概
念
を
商
品
の
等
置
関
係
に
お
い
て
な
さ
れ
る
抽
象
で

あ
る
と
把
握
す
る
点
に
あ
る
。
別
言
す
れ
ぱ
、
抽
象
行
為
を
単
に

分
析
者
の
認
識
機
能
と
し
て
把
握
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
杜
会
的

現
実
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
存
在
論
的
に
把
握
す
る
点
に
あ
る

と
い
え
よ
う
。
第
二
に
、
多
部
門
的
な
個
別
生
産
過
程
相
互
に
お

け
る
異
質
労
働
の
通
約
問
題
と
そ
の
評
価
シ
ス
テ
ム
を
理
論
的
問

題
と
し
て
提
起
し
、
そ
の
際
、
流
通
過
程
に
着
目
し
そ
こ
を
起
点

と
し
て
価
値
評
価
機
構
の
構
造
的
解
明
を
試
み
た
こ
と
。
「
価
値

は
…
…
交
換
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
全
機
構
的
に
評
価
を

受
け
た
評
価
値
で
あ
る
こ
と
は
、
方
法
論
的
に
は
ル
ー
ビ
ン
に
よ

っ
て
強
調
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
分
析
的
に
展
開
し

た
の
ク
ラ
ウ
ゼ
が
初
め
て
で
あ
る
」
（
〔
2
8
〕
二
ニ
ハ
頁
）
と
の
評

価
が
な
さ
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
評
価
を
前
提
と

し
て
、
次
節
以
下
で
は
問
題
点
を
摘
出
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

第
三
節

社
会
的
評
価
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
評
価

主
体
の
問
題

　
ク
ラ
ウ
ゼ
理
論
の
積
極
的
な
意
義
は
、
杜
会
的
評
価
部
面
と
し

て
の
流
通
過
程
に
着
目
し
て
そ
こ
に
評
価
値
決
定
シ
ス
テ
ム
の
機

能
的
実
在
性
を
認
め
る
点
に
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
機

能
を
実
在
化
さ
せ
る
評
価
主
体
と
そ
の
評
価
様
式
の
も
つ
独
自
の

意
義
に
つ
い
て
は
、
考
察
の
外
に
置
か
れ
、
理
論
外
的
前
提
と
し

て
所
与
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
ク
ラ
ウ
ぜ
は
対
象

た
る
労
働
生
産
物
の
評
価
形
態
の
側
面
、
評
価
対
象
の
側
面
だ
け

を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
社
会
的
評
価
機
構
と
評
価
値

決
定
の
シ
ス
テ
ム
が
問
題
と
さ
れ
る
以
上
、
評
価
を
遂
行
す
る
諸

主
体
の
決
定
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
意
義
と
限
界
を
確
定
し
て
お
く

こ
と
は
、
不
可
欠
の
論
点
で
あ
る
と
い
え
る
。
杜
会
と
は
、
評
価

主
体
に
よ
る
評
価
行
為
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
対
象
を
評
価

し
そ
れ
に
一
定
の
意
味
付
与
を
行
う
こ
と
で
社
会
的
関
係
は
成
立

し
て
い
る
の
で
あ
り
、
対
象
の
価
値
評
価
を
主
体
と
は
独
立
に
存

在
す
る
対
象
に
内
在
的
な
、
決
定
ず
み
の
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
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で
き
な
い
。
労
働
生
産
物
の
杜
会
的
評
価
は
、
た
し
か
に
、
個
々

の
評
価
主
体
の
主
観
的
評
価
を
越
え
て
決
定
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に

お
い
て
評
価
主
体
は
単
に
決
定
さ
れ
た
評
価
を
受
け
取
る
だ
け
の

受
動
的
な
存
在
で
は
な
く
、
物
象
化
さ
れ
た
形
態
に
お
い
て
で
あ

れ
、
評
価
機
構
の
中
で
主
体
と
し
て
一
定
の
評
価
行
為
を
行
っ
て

い
る
の
で
あ
り
、
対
象
の
評
価
値
は
そ
れ
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て

決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、
評
価
主
体
た
る
個
別
資
本

家
は
、
労
働
生
産
物
の
価
格
形
態
を
経
済
的
事
実
と
し
て
前
提
と

し
つ
つ
、
そ
れ
を
出
発
形
態
と
し
て
生
産
過
程
に
投
入
し
、
そ
の

終
結
形
態
た
る
産
出
物
の
価
格
評
価
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

評
価
行
為
を
遂
行
す
る
。
賞
本
と
し
て
の
対
象
評
個
は
資
本
家
に

よ
る
投
入
．
産
出
の
評
価
的
関
連
付
け
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
資
本
的
・
価
値
増
殖
的
な
対
象
評
価
は
か
か

る
評
価
を
遂
行
す
る
「
資
本
家
に
と
っ
て
の
み
」
の
こ
と
で
あ
り

こ
の
評
価
的
関
係
付
け
は
「
内
的
な
関
係
」
（
5
月
ψ
む
）
で

し
か
な
い
が
、
と
は
い
え
、
評
価
主
体
に
よ
る
評
価
的
関
連
付
け

な
し
に
は
対
象
の
資
本
的
評
価
自
身
が
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
評
価
的
関
連
付
け
は
、
主
体
の
評
価
様
式

と
主
体
の
相
互
作
用
に
媒
介
さ
れ
る
こ
と
で
評
価
的
関
連
、
評
価

基
準
の
と
り
か
た
自
身
が
変
容
さ
せ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
利
潤

と
い
う
評
価
的
関
連
付
け
は
、
可
変
資
本
と
の
関
連
で
は
な
く
、

前
貸
総
資
本
と
の
関
遵
で
の
評
価
で
あ
る
。
数
値
的
に
は
同
一
で

あ
っ
て
も
、
評
価
主
体
に
よ
る
評
価
的
関
連
付
け
に
よ
っ
て
、

「
計
算
の
仕
方
」
（
《
」
月
ω
L
ぎ
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
社
会
的

意
味
が
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
資
本
的
評
価
機
構
の
構
成
主
体
と

し
て
は
、
か
か
る
前
貸
総
資
本
と
の
関
連
で
の
評
価
様
式
が
適
合

的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
評
価
様
式
は
、
生
産
過
程
と
の
関

連
か
ら
生
ず
る
の
で
は
な
く
、
流
通
部
面
で
の
対
他
的
関
係
に
お

い
て
、
他
の
諸
資
本
と
の
関
連
に
お
い
て
、
必
然
的
に
要
請
さ
れ

る
様
式
だ
か
ら
で
あ
る
。
利
潤
・
費
用
価
椿
と
い
う
評
価
様
式
を

と
る
こ
と
で
は
じ
め
て
個
別
資
本
は
他
の
諸
賞
本
と
の
投
資
的
競

争
に
参
入
し
う
る
。
も
し
、
剰
余
価
値
を
可
変
資
本
部
分
と
の
関

連
で
評
価
す
れ
ぱ
、
有
機
的
構
成
や
回
転
期
間
を
顧
慮
し
て
自
己

の
投
資
部
面
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
評
価
様
式

で
は
他
の
資
本
と
の
競
争
は
成
立
し
え
な
い
と
い
え
る
。
有
機
的

構
成
や
回
転
期
間
の
捨
象
を
基
礎
と
す
る
費
用
価
格
と
利
潤
に
よ

る
評
価
様
式
は
、
個
別
資
本
の
主
観
的
な
評
価
様
式
で
は
あ
る
が
、

し
か
し
投
資
競
争
が
遂
行
さ
れ
る
社
会
的
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
成

員
と
し
て
の
共
同
主
観
的
な
評
価
様
式
な
の
で
あ
る
。
「
費
用
価

格
が
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
が
諸
投
資
の
基
礎
を
な
す
の
で
あ
る
」
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（
宍
」
戸
ω
。
一
a
）
。
さ
ら
に
、
複
数
の
主
体
た
る
諸
個
別
資
本
の

相
互
作
用
に
よ
っ
て
成
立
す
る
平
均
利
潤
は
、
逆
に
前
提
化
さ
れ

個
々
の
評
価
主
体
た
る
資
本
家
の
評
価
基
準
と
な
っ
て
い
く
。

「
資
本
家
た
ち
が
そ
の
階
級
の
総
価
値
を
自
分
の
も
の
と
と
し
て

算
定
す
る
た
め
の
一
般
的
な
尺
度
と
諸
法
則
と
が
形
成
さ
れ
る
」

（
〔
4
〕
ω
－
旨
畠
）
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
社
会
的
評
価
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
評
価
的
関

係
付
け
を
行
う
主
体
の
評
価
様
式
と
主
体
相
互
の
共
同
主
観
的
な

構
造
が
、
対
象
評
価
を
媒
介
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
複
雑
な
媒
介

関
係
を
捨
象
し
て
社
会
的
評
価
値
の
決
定
機
構
を
論
ず
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
い
え
る
。
ク
ラ
ウ
ぜ
理
論
で
は
こ
の
よ
う
な
評
価
を

掴
う
主
体
の
間
題
は
全
く
考
慮
さ
れ
ず
、
対
象
の
評
価
値
は
主
体

抜
き
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
質
本
的
な
評
価
シ
ス
テ
ム
の

重
要
な
特
質
が
見
落
と
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
マ
ル
ク
ス
が
提
起
し
た
転
化
問
題
は
、
『
資
本
論
』
第
三
巻
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

冒
頭
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
い
ろ
い
ろ
な
資
本
の
相
互
作
用

と
し
て
の
競
争
の
申
に
現
れ
る
…
…
と
き
の
資
本
の
形
態
」
（
界

－
月
ω
。
s
）
の
考
察
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
評
個
主
体

の
相
互
作
用
の
問
題
が
考
察
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
転
化
問
題

と
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
評
価
機
構
に
お
け
る
評
価
主
体
と
そ

の
相
互
関
連
の
独
自
的
機
能
的
意
義
を
考
察
す
る
も
の
と
い
え
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ク
ラ
ウ
ぜ
理
論
で
は
そ
の
間
題
の
存
在
自
体

が
無
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
平
均
利
潤
の
所
与
化
の
問
題
に

端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
平
均
利
潤
と
は
評
価
主
体
相
互
の
競
争

を
媒
介
と
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
合
ま
れ
て
い
る

評
価
主
体
の
相
互
作
用
に
よ
る
評
価
の
社
会
的
平
均
的
特
質
・
共

同
的
評
価
と
し
て
の
特
質
が
解
明
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
が
、

ク
ラ
ウ
ゼ
は
こ
の
困
難
な
間
題
そ
の
も
の
を
「
政
治
経
済
学
の
難

問
に
属
す
る
」
（
〔
2
〕
ω
」
食
）
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
解

明
に
向
か
う
の
で
は
な
く
「
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
従

来
の
文
献
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
通
常
行
わ
れ
て
き
た
慣
例
に
し
た

が
い
、
こ
の
仮
定
を
設
け
る
こ
と
に
す
る
」
（
旨
革
）
と
し
て
、

あ
っ
さ
り
考
察
を
放
棄
し
、
そ
し
て
転
化
問
題
を
評
価
主
体
抜
き

の
数
量
的
決
定
の
問
題
に
解
消
し
、
数
量
の
社
会
的
意
味
、
質
的

な
規
定
性
は
間
題
と
さ
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
ク
ラ
ウ

ゼ
理
論
の
致
命
的
欠
陥
が
あ
る
（
次
節
で
再
論
す
る
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
社
会
的
評
価
機
構
は
評
価
対
象
た
る
財
の
評
価

．
形
態
（
価
格
形
態
）
と
そ
れ
を
素
材
と
し
て
投
入
－
産
出
の
過
程

を
統
括
す
る
個
別
的
評
価
主
体
が
相
互
に
取
り
結
ぶ
評
価
的
な
相

互
関
係
（
相
互
作
用
）
と
が
重
な
り
あ
っ
て
媒
介
的
・
円
環
的
な
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運
動
を
行
づ
て
お
り
、
そ
の
特
質
と
相
互
関
連
を
単
純
に
分
析
的

に
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ク
ラ
ウ
ぜ
理
論
は
主
に
後
者
の

．
側
面
を
所
与
化
し
つ
つ
、
あ
る
一
時
点
で
価
格
評
価
と
生
産
過
程

を
関
連
付
け
、
お
よ
び
多
部
門
的
生
産
過
程
を
一
意
的
に
関
連
付

け
、
両
者
の
総
合
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
杜
会
的
評
価
機
構

の
一
断
面
だ
け
を
切
り
取
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

ク
ヲ
ウ
ゼ
の
論
理
構
造
、
分
析
方
法
自
体
が
す
で
に
、
平
均
利
潤

の
形
成
や
そ
れ
に
よ
る
生
産
価
楕
へ
の
転
化
な
ど
の
問
題
を
前
提

と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
方
法
に
お
い
て
転
化
問

題
が
消
失
し
て
し
ま
う
の
は
い
わ
ば
論
理
的
必
然
と
い
え
る
。
還

元
問
題
と
転
化
間
題
の
双
子
性
と
い
う
主
張
は
、
こ
の
よ
う
な
語

価
主
体
た
る
資
本
家
の
相
互
作
用
と
い
う
評
個
機
構
分
析
の
重
大

論
点
を
捨
象
し
た
上
で
成
立
す
る
議
論
な
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

転
化
問
題
と
遼
元
問
題
の
双
子
性
テ
ー
ゼ
に
は
、
も
う
午
つ
の
理

論
的
支
柱
が
あ
る
。
異
質
労
働
の
抽
象
的
労
働
へ
の
遼
元
問
題
で

あ
る
。
こ
の
理
解
に
孕
ま
れ
て
い
る
問
題
を
次
に
考
察
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

第
四
節
　
異
質
労
働
の
通
約
問
題

多
肢
的
な
具
体
的
有
用
労
働
は
そ
れ
自
身
に
お
い
て
は
通
約
さ

れ
え
な
い
。
抽
象
的
人
間
労
働
と
い
う
一
般
的
な
形
態
に
抽
象

（
遺
元
）
さ
れ
て
は
じ
め
て
そ
れ
ら
は
相
互
に
計
量
可
能
な
単
位

と
し
て
通
約
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
抽
象
（
還
元
）
の
通
約

機
能
・
媒
介
機
能
は
、
労
働
生
産
物
の
流
通
と
い
う
商
品
関
係
の

都
面
に
お
い
て
発
動
さ
れ
る
杜
会
的
に
実
在
的
な
機
能
で
あ
り
、

そ
の
機
能
は
貨
幣
の
媒
介
機
能
と
不
可
分
に
一
体
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ク
ラ
ウ
ゼ
の
主
張
は
、
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
の

叙
述
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
抽
象
の
杜
会
的
機
能
性
こ
そ
が

商
品
関
係
と
い
う
諸
個
人
か
ら
自
立
し
た
杜
会
的
関
係
性
の
独
特

の
存
在
形
態
で
あ
る
こ
と
を
示
す
点
で
、
筆
者
の
主
張
と
も
重
な

る
（
〔
1
9
〕
〔
2
0
〕
）
。
し
か
し
、
ク
ラ
ウ
ゼ
は
、
以
上
の
指
摘
に
加

え
て
、
異
質
労
働
の
通
約
間
題
に
関
し
て
、
マ
ル
ク
ス
の
分
析
と

も
対
立
す
る
矛
盾
し
た
規
定
を
も
り
こ
み
、
い
く
つ
か
の
重
要
論

点
を
混
在
さ
せ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
彼
は
価
楕
と
価
格
を
、
「
流
通
（
相
対
価
椿
）
と
生
産

（
相
対
労
働
価
値
）
」
（
〔
2
〕
ω
」
S
）
と
い
う
区
別
に
お
い
て
規

定
す
る
。
こ
の
「
労
働
価
値
」
は
生
産
過
程
に
あ
る
摘
象
的
労
働

を
意
味
し
て
い
る
た
め
、
商
品
流
通
に
お
け
る
抽
象
的
労
働
へ
の

選
元
が
生
産
過
程
で
の
価
値
生
産
と
直
接
結
ぴ
つ
け
て
理
解
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
彼
自
身
が
指
摘
す
る
よ
う
に
抽
象
的
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労
働
が
貨
幣
関
係
に
誘
導
さ
れ
る
還
元
で
あ
り
、
商
品
関
係
に
お

け
る
実
在
的
な
機
能
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ぱ
、
そ
の
抽
象
的
労
働

は
あ
く
ま
で
も
死
ん
だ
労
働
と
し
て
の
抽
象
的
労
働
で
あ
り
、
マ

ル
ク
ス
の
言
葉
で
い
え
ぱ
「
抽
象
的
労
働
の
凝
固
物
・
物
質
化
」

と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
商
品
関
係
に
お
け
る
抽
象
的
労

働
と
は
、
凝
固
状
態
に
あ
る
抽
象
的
労
働
で
あ
っ
て
、
流
動
状
態

に
あ
る
労
働
そ
の
も
の
を
直
接
指
示
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
ま
た
、
相
対
価
樒
と
相
対
労
働
価
値
と
が
区
別
さ
れ
る
が
、
・

確
か
に
商
品
関
係
部
繭
に
お
い
て
は
、
抽
象
的
労
働
が
他
の
具
体

的
労
働
と
し
て
表
現
さ
れ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
は
あ
る
使
用
価
値

に
含
ま
れ
る
具
体
的
労
働
と
し
て
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
生

き
た
具
体
的
労
働
と
し
て
表
現
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
言
い
換
え

れ
ば
、
あ
る
特
定
の
使
用
価
値
、
た
と
え
ぱ
、
金
の
一
定
量
で
表

現
さ
れ
た
抽
象
的
労
働
が
価
楮
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
抽
象
的
労
働

の
具
体
的
労
働
で
の
表
現
と
使
用
価
値
に
よ
る
表
現
で
あ
る
価
格

形
態
と
は
、
ま
っ
た
く
同
一
の
事
態
を
指
す
も
の
で
し
か
な
い
の

で
あ
る
。
他
の
具
体
的
有
用
労
働
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
相
対
労

働
価
値
と
は
具
体
的
有
用
労
働
の
凝
固
物
で
あ
る
使
用
価
値
で
表

現
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
価
格
形
態
と
同
義
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ク
ラ
ウ
ゼ
に
お
け
る
価
値
と
価
楕
の
理
論
的
区
別

は
初
発
に
お
い
て
混
乱
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
混
乱
が
生
ま
れ
る
の
は
、
生
き
た
労
働
と
死
ん
だ
労
働
と
の
理

論
的
意
義
か
明
確
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。
婁
言

す
れ
ぱ
、
ク
ラ
ウ
ぜ
は
、
相
対
労
働
価
値
と
い
う
規
定
に
よ
っ
て
、

生
き
た
労
働
n
過
程
と
し
て
の
労
働
H
生
産
過
程
に
あ
る
労
働
を

指
示
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
規
定
に
よ
っ
て
、
ク
ラ

ウ
ゼ
の
設
定
す
る
〈
基
本
関
係
〉
と
い
う
理
論
装
置
が
、
生
産
過

程
で
の
労
働
支
出
と
、
他
方
で
流
通
過
程
に
振
り
分
け
ら
れ
た
価

格
と
を
結
ぶ
も
の
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
こ
の
よ
う
な
抽
象
的
労
働
と
価
値
の
解
釈

は
ク
ラ
ウ
ぜ
理
論
の
根
幹
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
に
ま
た
間
題
も
内
在
し
て
い
る
。
以
下
、
市
場
的
な
社
会
的

評
価
機
構
の
基
本
性
楕
と
の
関
連
で
、
摘
象
的
労
働
概
念
・
価
値

概
念
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の
上
で
、
そ
の
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
る
ぺ
き
か
、
と
い
う
機
構

分
析
の
方
法
論
の
問
題
、
機
構
分
析
者
の
方
法
を
社
会
的
評
価
シ

ス
テ
ム
の
存
在
性
楮
が
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
か
、
と
い
う
問
題

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
①
　
市
場
的
評
価
機
構
の
特
質

　
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ク
ラ
ウ
ゼ
は
抽
象
的
労
働
を
生
産
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過
程
で
の
労
働
と
同
義
に
理
解
し
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
解
釈

の
前
提
に
は
、
生
産
過
程
に
あ
る
労
働
が
相
互
に
通
約
可
能
で
あ

る
と
す
る
了
解
が
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
結
論
か
ら
い
え
ば
、

現
実
の
・
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
生
産
過
程
に
あ
る
生
き
た
労
働
相
互

の
直
接
的
な
通
約
は
不
可
能
で
あ
る
。
社
会
的
な
評
価
部
面
と
は

商
品
関
係
部
面
で
あ
り
、
個
別
的
な
諸
企
業
の
異
質
的
な
生
産
過

程
に
お
け
る
生
き
た
労
働
そ
の
も
の
は
、
そ
れ
自
身
直
接
相
互
に

は
通
約
不
能
で
あ
る
。
個
別
的
諸
生
産
過
程
は
、
諸
生
産
物
と
し

て
「
凝
固
し
た
労
働
」
と
い
う
対
象
的
な
形
態
で
は
じ
め
て
通
約

さ
れ
、
評
価
可
能
な
形
態
を
受
け
取
る
。
生
産
過
程
は
そ
の
産
物

と
し
て
市
場
に
フ
イ
ー
ド
バ
ヅ
ク
さ
れ
て
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
市
場
こ
そ
、
社
会
的
な
評
価
機
構
の
作
動
空
間
な
の

で
あ
り
、
現
実
の
価
値
評
価
の
対
象
と
は
、
「
凝
固
し
た
労
働
」
・

対
象
的
形
態
に
あ
る
労
働
で
あ
り
、
空
間
的
に
現
存
す
る
労
働
だ

け
な
の
で
あ
る
。
商
品
流
通
の
都
面
に
も
た
ら
さ
れ
て
は
じ
め
て

杜
会
的
分
業
と
し
て
営
ま
れ
る
多
肢
的
な
生
産
過
程
は
、
社
会
的

評
個
可
能
な
対
象
と
し
て
措
定
さ
れ
る
。
対
象
的
な
物
と
し
て
の

み
評
価
圏
域
た
る
市
場
に
参
入
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
換
言
す
れ
ば
、
生
産
過
程
に
お
け
る
「
生
き
た
労
働
」
「
流
動

状
態
に
あ
る
労
働
」
そ
れ
自
身
の
「
流
動
量
」
と
し
て
の
直
接
的

評
価
は
不
能
で
あ
っ
て
、
「
凝
固
し
た
労
働
」
た
る
商
品
の
「
静

止
量
」
と
し
て
は
じ
め
て
価
値
的
な
対
象
と
し
て
措
定
さ
れ
る
の

で
あ
り
、
個
別
的
な
生
産
過
程
は
こ
う
し
た
「
回
り
道
」
を
へ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

媒
介
的
に
の
み
評
価
さ
れ
る
。
ク
ラ
ウ
ゼ
の
主
張
す
る
商
品
交
換

部
面
に
お
け
る
抽
象
的
労
働
へ
の
還
元
と
そ
れ
を
基
礎
と
す
る
評

価
の
確
定
と
い
う
理
解
も
、
こ
の
よ
う
な
市
場
的
評
価
部
面
の
自

立
的
機
能
性
に
よ
っ
て
こ
そ
、
主
張
し
う
る
と
い
え
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
部
面
に
お
い
て
は
、
「
凝
固
状
態
」
の
労
働
の
み
が

対
時
し
あ
う
の
で
あ
っ
て
、
生
き
た
労
働
は
対
時
不
能
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

評
価
不
能
で
あ
る
。
裏
面
か
ら
い
え
ば
、
交
換
部
面
で
の
社
会
的

評
価
圏
の
成
立
は
、
他
方
で
、
そ
の
背
後
に
あ
る
諸
生
産
過
程
の
、

多
部
門
的
な
分
業
と
し
て
の
孤
立
性
に
基
づ
く
相
互
の
直
接
的
評

価
の
不
可
能
性
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
事
態
と
い
え
る
。
市

揚
に
お
け
る
死
ん
だ
労
働
と
い
う
形
態
で
の
杜
会
的
評
価
関
係
領

域
は
、
他
方
で
死
ん
だ
労
働
た
る
生
産
手
段
、
生
産
物
な
ど
か
ら

の
生
き
た
労
働
の
分
離
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
評
価
圏
域
か
ら
の
生

き
た
労
働
の
排
除
に
よ
っ
て
成
立
し
た
世
界
で
あ
り
、
市
場
的
評

価
圏
の
成
立
は
非
評
価
的
部
面
と
し
て
の
諸
生
産
過
程
の
相
互
孤

立
と
表
裏
一
体
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
こ
こ
に
死
角
化
さ
れ

シ
ャ
ド
ウ
化
さ
れ
る
生
産
過
程
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
規
定
す
る
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か
と
い
う
掌
間
的
課
題
が
成
立
し
て
く
る
。
ク
ラ
ウ
ぜ
は
こ
の
生

き
た
労
働
と
死
ん
だ
労
働
と
い
う
区
別
の
理
論
的
意
義
を
明
確
に

せ
ず
、
生
き
た
労
働
相
亙
の
直
接
的
な
通
約
が
現
実
の
評
価
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

で
な
さ
れ
る
か
の
よ
う
な
理
論
構
成
を
と
る
の
で
あ
る
。

　
抽
象
的
労
働
と
は
・
ク
ラ
ウ
ゼ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
・
価
椿
形

態
に
誘
導
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
れ
自
身
も
商

品
関
係
部
面
で
の
規
定
で
あ
っ
て
、
直
ち
に
、
生
産
過
程
、
生
き

た
労
働
を
指
示
す
る
も
の
で
は
な
い
。
抽
象
的
労
働
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
が
凝
固
状
態
に
あ
る
の
か
、
運
動
の
形
態
に
あ
る
の
か
と
い

う
こ
と
は
一
義
的
に
は
決
定
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
商
品

交
換
都
面
に
お
い
て
は
凝
固
状
態
の
労
働
と
し
て
し
か
評
価
で
き

な
い
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
価
値
と
価
値
の
実
体
た
る
抽
象
的

労
働
を
理
論
的
に
区
別
す
ろ
根
拠
も
こ
こ
に
あ
る
。
抽
象
的
労
働

の
凝
固
物
が
価
値
評
価
の
対
象
で
あ
り
、
流
動
状
態
の
労
働
は
直

接
に
は
評
価
の
対
象
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
「
流
動

状
態
に
あ
る
人
間
の
労
働
力
、
す
な
わ
ち
人
間
労
働
は
価
値
を
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

成
す
る
が
、
し
か
し
、
価
値
で
は
な
い
・
。
そ
れ
は
凝
固
状
態
に
お

、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

い
て
、
対
象
的
形
態
に
お
い
て
、
価
値
に
な
る
の
で
あ
る
」
（
5

一
ω
・
g
）
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
価
値
概
念
も
理
解
さ
れ
う
る
。

　
そ
し
て
、
対
象
的
形
態
の
労
働
が
価
値
評
価
の
対
象
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
対
象
的
形
態
に
あ
る
物
に
よ
っ
て

価
値
表
現
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
貨
幣
に
よ
る
価
値
表
現
の
必

然
性
も
こ
の
点
と
深
く
関
連
し
て
い
る
。
価
楮
形
態
は
、
凝
固
状

態
の
抽
象
的
労
働
と
し
て
、
諸
商
品
が
相
互
に
社
会
的
単
位
と
し

て
通
約
さ
れ
る
か
ら
こ
そ
、
成
立
す
る
事
態
な
の
で
あ
る
。
ク
ラ

ウ
ゼ
は
価
値
形
態
論
の
意
義
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
凝

固
労
働
と
い
う
規
定
を
明
確
に
せ
ず
に
は
、
市
場
的
な
評
価
形
態

た
る
価
値
形
態
論
の
意
義
、
そ
の
物
象
的
性
椅
も
決
し
て
明
ら
か

と
は
な
ら
な
い
。
抽
象
的
労
働
が
凝
固
状
態
で
存
在
し
て
い
る
が

ゆ
え
に
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
凝
圃
物
、
対
象
的
形
態
に
あ
る
物

に
よ
る
価
値
表
現
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
流
動
状
態
の
労

働
は
決
し
て
相
互
に
交
換
さ
れ
え
ず
、
し
た
が
っ
て
、
抽
象
的
労

働
の
生
き
た
具
体
的
有
用
労
働
で
の
表
現
と
い
う
こ
と
は
不
可
能

な
の
で
あ
る
。
個
値
形
態
論
は
市
場
に
お
け
る
死
ん
だ
労
働
の
交

換
と
い
う
規
定
を
明
確
に
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
成
立
す
る
論
理
な

の
で
あ
る
。
労
働
と
い
う
言
葉
に
と
ら
わ
れ
て
、
抽
象
的
労
働
を

直
接
に
生
産
過
程
で
の
労
働
を
規
定
す
る
と
把
握
し
て
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
具
体
的
労
働
は
一
般
的
・
抽
象
的
な
形
態

を
受
け
取
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
通
約
さ
れ
社
会
的
な
評
価
対
象
と

し
て
定
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
わ
れ
わ
れ
の
分
析
」
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と
し
て
言
語
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
現
実
の
商
品
関

係
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
「
無
意
識
的
・
本
能
的
な
作
用
」
で
あ

っ
て
自
覚
化
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
評
価
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ

れ
は
抽
象
的
労
働
の
物
象
化
し
た
形
態
で
あ
る
一
般
的
等
価
物
た

る
物
に
よ
っ
て
、
物
的
に
評
価
さ
れ
、
決
し
て
言
語
的
に
は
表
現

さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
す
べ
て
の
関
係
は
言
語
に
お
い
て
概

念
と
し
て
表
現
さ
れ
る
」
（
〔
5
〕
ω
・
ω
ミ
）
の
で
一
あ
り
、
対
象
の

評
価
、
意
味
付
け
と
い
う
こ
と
は
な
ん
ら
か
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ

っ
て
言
語
的
に
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
商
品
関
係
に
お

い
て
は
、
物
的
に
、
物
の
一
定
量
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
れ
を
「
商
品
語
」
に
よ
る
評
価
と
し
て
規
定

し
た
が
、
こ
こ
に
は
く
社
会
的
評
価
の
物
象
化
V
と
い
う
問
題
が

あ
る
。
ク
ラ
ウ
ゼ
理
論
で
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
評
価
様
式
に

お
け
る
物
象
化
と
い
う
問
題
は
全
く
考
察
さ
れ
な
．
い
。
そ
の
結
果
、

労
働
と
い
う
言
語
に
よ
る
一
般
的
な
社
会
的
な
評
価
の
抽
象
性
と
、

そ
れ
が
物
に
一
体
化
し
物
質
化
し
て
お
り
、
生
き
た
労
働
の
評
価

と
し
て
は
決
し
て
現
出
し
え
な
い
こ
と
の
区
別
が
看
過
さ
れ
る
こ

と
に
か
る
の
で
あ
る
。

　
②
　
量
的
評
価
の
問
題
．

　
次
に
、
ク
ラ
ウ
ゼ
に
よ
れ
ぱ
商
品
関
係
に
お
い
て
還
元
さ
れ
る

抽
象
的
労
働
の
量
は
未
決
定
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
は
た
し
て
そ

う
か
。
ま
ず
、
抽
象
的
労
働
は
具
体
的
労
働
の
一
定
量
で
表
現
さ

れ
る
が
、
そ
れ
は
死
ん
だ
呉
体
的
労
働
た
る
使
用
価
値
の
一
定
量

で
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
一
般
的
形
態
が
貨
幣
で
あ
る
。

そ
し
て
、
総
て
の
他
の
商
品
は
、
こ
の
貨
幣
の
一
定
量
を
「
回
り

道
」
と
し
て
価
椿
評
価
を
受
け
取
る
。
し
た
が
っ
て
、
市
場
に
お

い
て
諸
商
品
は
す
で
に
、
物
象
化
さ
れ
た
形
態
で
は
あ
れ
、
価
楮

形
態
に
置
か
れ
る
こ
と
で
具
体
的
労
働
の
産
物
で
あ
る
使
用
価
値

の
一
定
量
で
量
的
に
決
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
量
的

同
等
性
に
お
い
て
は
じ
め
て
商
品
流
通
を
成
立
さ
せ
る
。
二
つ
の

具
体
的
労
働
は
生
き
た
労
働
で
は
直
接
に
評
価
不
能
で
あ
り
、
使

用
価
値
の
一
定
量
で
決
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
量
的
に
は
未
決
定

で
は
な
く
量
的
な
同
等
性
と
し
て
の
み
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
あ
る
呉
体
的
労
働
の
他
の
具
体
的
労
働
に
対

す
る
相
対
的
比
重
を
示
す
係
数
吻
は
還
元
係
数
と
呼
ば
れ
る
」

（
〔
2
〕
ψ
一
8
）
と
い
う
ク
プ
ウ
ゼ
の
設
定
は
無
意
味
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
商
品
交
換
に
お
け
る
異
質
な
使
用
価
値
で
表
現
さ
れ

る
具
体
的
労
働
は
、
同
等
性
と
し
て
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
還
元
係
数
は
1
で
し
か
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
そ
れ
ら
（
諸
商
品
）
が
交
換
さ
れ
る
の
は
等
価
物
と
し
て
だ
け

424



（115）　現代欧米価値論の一考察

で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
が
等
価
物
で
あ
る
の
は
、
た
だ
対
象
化

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

さ
れ
た
労
働
時
間
の
等
し
い
量
と
し
て
だ
け
で
あ
る
か
ら
…
－
L

（
〔
6
〕
ψ
さ
）
。
ク
ラ
ウ
ぜ
に
よ
れ
ぱ
様
々
な
交
換
関
係
の
あ
り

か
た
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
1
以
外
の
数
値
を
設
定
し
う
る
理
論

的
根
拠
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
ま
た
、
量
的
差
異
が
問
題
と
な
る
の
は
、
剰
余
価
値
の
評
価
問

題
と
し
て
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
逆
に
、
同
一
時
点
で
の
商
品

流
通
部
面
で
の
評
価
と
し
て
は
成
立
し
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
個

別
資
本
と
し
て
の
評
価
は
、
商
品
流
通
の
一
部
を
構
成
す
る
費
本

流
通
と
い
う
独
自
な
循
環
に
お
い
て
な
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
、
同

一
時
点
の
商
品
流
通
部
面
に
お
け
る
一
回
的
な
評
価
と
し
て
は
量

的
差
異
は
規
定
不
能
で
あ
る
。
資
本
と
し
て
の
評
価
は
生
産
過
程

に
投
入
さ
れ
る
生
産
手
段
と
労
働
カ
と
い
う
商
品
と
、
産
出
さ
れ
る

商
品
と
の
比
較
評
価
と
し
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
生
産
過
程

を
は
さ
ん
で
投
入
形
態
と
産
出
形
態
の
価
格
差
と
し
て
は
じ
め
て

価
値
評
価
が
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
市
場
に
お
け
る
一
時
点
的

評
価
で
は
資
本
価
値
は
評
価
不
能
な
の
で
あ
る
。
「
…
価
値
が
資

本
価
値
ま
た
は
資
本
と
し
て
機
能
す
る
の
は
、
た
だ
、
そ
の
循
環

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
決
し
て
同
時
的
で
は
な
く
継
起
的
な
種
々
の
段
階
を
つ
う
じ
て

つ
ね
に
価
値
が
自
分
自
身
と
同
じ
で
あ
り
、
自
分
自
身
と
比
較
さ

れ
る
隈
り
で
の
こ
と
で
あ
る
：
：
：
」
（
内
．
目
一
ψ
旨
◎
）
。
さ
ら
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

社
会
的
総
資
本
の
間
題
を
考
慮
す
れ
ぱ
、
そ
こ
に
は
前
述
の
よ
う

な
比
較
評
価
を
遂
行
す
る
評
価
主
体
た
る
諸
個
別
資
本
家
の
相
亙

関
係
に
よ
っ
て
評
価
値
が
媒
介
さ
れ
る
事
態
が
存
在
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
投
入
さ
れ
る
商
品
の
価
格
と
産
出
さ
れ
る
商
品
の
価

椿
差
と
し
て
の
利
潤
が
、
さ
ら
に
平
均
利
潤
と
し
て
、
評
価
主
体

の
「
相
亙
作
用
」
に
よ
っ
て
共
同
主
観
的
に
媒
介
さ
れ
る
。
ク
ラ

ウ
ゼ
理
論
で
は
、
こ
の
平
均
利
潤
に
媒
介
さ
れ
た
生
産
価
楕
か
ら

抽
象
的
労
働
の
還
元
問
題
が
直
接
的
に
導
出
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
、

平
均
利
潤
の
所
与
化
と
生
き
た
労
働
相
互
の
直
接
的
還
元
と
い
う

構
成
が
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
③
　
評
価
シ
ス
テ
ム
分
析
と
理
論
的
抽
象

　
以
上
の
よ
う
な
市
場
的
な
評
価
シ
ス
テ
ム
の
存
在
様
式
は
、
分

析
者
を
し
て
方
法
的
な
ア
ポ
リ
ア
に
陥
ら
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
前
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
対
象
評
個
は
評
価
主
体
相
互

の
関
係
に
媒
介
さ
れ
て
お
り
、
諸
個
別
生
産
過
程
そ
れ
自
体
に
お

い
て
評
価
値
を
個
別
的
か
つ
直
接
的
に
は
規
定
し
え
な
い
と
い
う

問
題
、
第
二
に
、
本
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
評
価
対
象
は
凝
固

状
態
と
し
て
の
み
市
場
に
参
入
し
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
生
き
た
具

体
的
有
用
労
働
は
「
回
り
道
」
を
し
て
通
約
さ
れ
、
評
価
対
象
と

425



一橘論叢 第95巻 第3号（116）

な
る
が
ゆ
え
に
、
生
産
過
程
は
死
角
化
（
シ
ャ
ド
ウ
化
）
さ
れ
、

生
き
た
労
働
の
機
能
的
意
義
と
流
動
量
を
直
接
に
は
確
定
し
え
な

い
と
い
う
問
題
、
こ
れ
で
あ
．
る
。
機
構
分
析
者
が
個
別
的
生
産
過

程
に
お
け
る
死
角
化
さ
れ
た
生
き
た
労
働
を
規
定
し
よ
う
と
す
れ

ぱ
、
二
重
の
困
難
に
直
面
す
る
の
で
あ
る
。
流
通
過
程
を
前
提
と

し
て
生
産
過
程
を
分
析
し
よ
う
と
す
れ
ぱ
、
そ
れ
が
評
価
主
体
た

る
個
別
資
本
の
相
互
関
係
に
媒
介
さ
れ
て
い
る
側
面
を
ど
の
よ
う

に
位
置
付
け
る
か
、
と
い
う
間
題
が
生
じ
、
ま
た
、
流
通
過
程
を

．
捨
象
し
て
生
産
過
程
だ
け
分
析
し
よ
う
と
す
れ
ぱ
、
そ
の
た
め
に

は
諸
個
別
的
生
産
過
程
が
相
互
に
直
接
通
約
化
さ
れ
、
抽
象
的
労

働
に
還
元
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
の
で

あ
る
。
こ
の
難
閲
を
解
く
試
み
が
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
第
一

巻
の
「
直
接
的
生
産
過
程
」
論
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
マ
ル
ク
ス

は
、
そ
こ
で
流
通
過
程
に
お
け
る
評
価
主
体
た
る
資
本
家
の
相
互

関
係
の
側
面
を
捨
象
し
、
社
会
的
総
資
本
と
個
別
資
本
と
を
直
接

的
な
同
一
性
の
側
面
か
ら
把
握
し
た
平
均
的
代
表
的
な
資
本
と
し

て
抽
象
し
、
他
方
、
そ
れ
と
対
応
し
つ
つ
死
角
化
さ
れ
る
生
産
過

程
に
抽
象
的
労
働
規
定
に
よ
る
評
価
を
貫
徹
す
る
た
め
に
、
社
会

的
平
均
的
な
生
産
過
程
を
想
定
す
る
こ
と
で
、
現
実
の
機
構
に
お

け
る
生
き
た
労
働
相
互
の
直
接
的
通
約
の
不
可
能
と
い
う
事
態
に

よ
る
分
析
の
困
難
を
回
避
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
平
均
的
な
生
産

過
程
は
理
論
的
な
抽
象
で
あ
っ
て
、
現
実
の
機
構
で
は
こ
の
よ
う

な
平
均
化
は
「
回
り
遣
」
を
し
て
の
み
な
さ
れ
る
こ
と
は
前
述
の

通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
生
き
た
労
働
の
「
流
動
量
」
と
し
て
の

抽
象
は
機
構
が
そ
の
存
在
を
隠
蔽
す
る
が
ゆ
え
に
、
マ
ル
ク
ス
に

よ
っ
て
理
論
的
に
摘
出
さ
れ
た
規
定
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
身
と
し

て
直
接
的
な
あ
り
方
で
は
現
実
の
評
価
機
構
に
お
い
て
機
能
し
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
現
実
に
は
流
動
量
の
評
価
は
凝
固
し
た
労
働

量
の
物
的
表
現
で
あ
る
価
格
と
し
て
の
み
な
さ
れ
る
。
商
品
流
通

部
面
と
い
う
社
会
的
評
価
部
面
で
こ
そ
、
抽
象
的
労
働
へ
の
還
元

が
「
無
意
識
的
・
本
能
的
作
用
」
と
し
て
で
あ
れ
、
実
在
的
に
機

能
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
生
き
次
労
働
も
そ
こ
に
お
い
て
死
ん
だ

労
働
量
・
「
静
止
量
」
と
し
て
の
み
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
が
、

そ
れ
に
対
し
て
、
「
流
動
量
」
と
し
て
の
生
き
た
労
働
の
抽
象
的
労

働
へ
の
還
元
は
理
論
的
抽
象
と
し
て
の
み
把
握
し
う
る
。
な
ぜ
な

ら
、
生
産
過
程
は
評
価
部
面
で
は
な
く
、
そ
こ
で
の
評
価
は
「
回

り
遣
」
を
し
て
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
市
場
で
の
抽
象
的
労
働

へ
の
遠
元
は
決
し
て
生
き
た
労
働
の
還
元
、
流
動
量
を
直
接
規
定

す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
経
済
学
者
に
よ
る
論
理
的
構
成
と
し
て
の
評
価
機
構
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分
析
と
現
実
の
評
価
機
構
と
の
関
連
が
間
題
と
な
っ
て
く
る
。
マ

ル
ク
ス
の
直
接
的
生
産
過
程
分
析
と
は
、
現
実
の
物
象
的
な
評
価

シ
ス
テ
ム
を
批
判
的
に
分
析
す
る
と
い
う
点
か
ら
理
論
的
に
抽
象

さ
れ
た
性
楮
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
叙
述
さ
れ
る
諸

規
定
は
、
評
価
機
構
が
機
構
分
析
者
に
も
た
ら
す
ア
ポ
リ
ァ
と
の

関
連
で
必
然
的
に
要
請
さ
れ
た
理
論
的
抽
象
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

ま
ず
市
場
的
な
評
価
機
構
に
お
い
て
機
能
し
て
い
る
物
的
評
価
形

態
と
し
て
価
値
形
態
を
分
析
し
た
上
で
、
評
価
機
構
か
ら
は
排
除

さ
れ
死
角
化
さ
れ
る
生
産
過
程
で
の
生
き
た
労
働
の
評
価
を
理
論

的
に
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
さ
ら
に
、
第
三
巻
で

は
、
対
象
の
評
価
が
評
価
主
体
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
決
定
さ
れ

て
い
く
シ
ス
テ
ム
を
分
析
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
生

産
過
程
分
析
に
お
け
る
方
法
的
抽
象
的
性
格
は
現
実
の
物
象
的
評

価
シ
ス
テ
ム
と
の
関
連
で
要
請
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
ク
ラ

ウ
ゼ
理
論
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
実
の
評
価
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

論
的
分
析
者
の
と
る
方
法
と
の
必
然
的
連
関
が
明
確
で
な
い
。
こ

の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
よ
う
な
理
論
構
成
上
の
問

題
点
と
無
関
係
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

ま
と
め
に
か
え
て

　
ク
ラ
ウ
ぜ
理
論
の
提
起
し
た
評
価
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
流
通
過

程
の
機
能
的
な
意
義
と
い
う
問
題
を
、
一
層
深
く
解
明
し
て
い
く

た
め
に
は
、
評
価
主
体
の
問
題
を
も
包
含
す
る
よ
う
な
理
論
構
成

が
と
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
の
手
掛
り
と
し

て
、
『
資
本
論
』
が
社
会
的
評
価
シ
ス
テ
ム
論
と
い
う
視
角
か
ら

検
討
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
れ
を
今
後
の
課
題

と
し
て
稿
を
閉
じ
た
い
。

（
1
）
　
こ
の
よ
う
な
命
名
は
ド
’
ブ
ロ
イ
〔
1
〕
に
し
た
が
っ
て
い
る
。

　
欧
米
の
個
値
論
諭
争
の
紹
介
と
し
て
は
雨
宮
〔
1
2
〕
〔
1
3
〕
植
村
〔
1
5
〕

　
〔
1
6
〕
か
ら
多
く
を
学
ぱ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
な
お
、
植
村
氏
は

　
「
労
働
価
値
説
の
実
体
主
義
的
理
解
」
を
批
判
す
る
が
（
〔
∬
〕
一
〇

　
〇
頁
）
、
マ
ル
ク
ス
の
抽
象
的
労
働
概
念
は
社
会
的
関
係
の
自
立
化

　
に
よ
る
抽
象
の
機
能
性
と
い
う
規
定
を
合
意
し
た
社
会
的
実
体
を
指

　
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
素
材
的
実
体
と
は
区
別
さ
れ
る
。
ク
ラ
ウ
ぜ

　
が
「
個
人
を
越
え
た
事
態
」
（
同
一
〇
二
頁
）
と
い
う
こ
と
で
表
現

　
す
る
事
桶
は
、
マ
ル
ク
ス
の
〈
関
係
の
自
立
化
〉
論
1
－
〈
社
会
的
実

　
体
V
諭
に
よ
っ
て
こ
そ
解
明
し
う
る
。
抽
象
的
労
働
と
は
労
働
と
い

　
う
意
味
の
社
会
的
妥
当
性
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
諸
個

　
人
を
媒
介
す
る
機
能
と
し
て
、
個
人
か
ら
自
立
し
た
実
体
的
な
存
在

　
な
の
で
あ
る
。
拙
稿
〔
1
9
〕
〔
2
0
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
　
す
ぺ
て
の
労
働
生
産
物
は
、
市
場
に
お
い
て
、
裸
の
物
量
と
し

　
て
は
存
在
し
て
い
ず
、
社
会
的
評
価
の
エ
レ
メ
ン
ト
た
る
価
植
形
態
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を
も
っ
て
い
る
。
た
と
え
、
個
別
的
労
働
支
出
の
レ
ペ
ル
で
あ
れ
、

　
技
術
係
数
を
設
定
し
、
そ
れ
と
価
格
機
構
と
の
盤
合
化
を
図
る
と
い

　
う
方
法
は
、
社
会
的
評
価
形
態
と
評
個
様
式
の
解
明
に
妥
当
で
あ
る

　
の
か
疑
問
で
あ
る
（
〔
1
5
〕
　
一
〇
五
員
）
。
現
物
形
態
の
物
量
を
投
術

　
的
係
数
と
い
う
名
目
で
あ
れ
、
設
定
す
る
と
う
い
こ
と
は
、
意
識
す

　
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
同
一
の
単
位
に
還
元
す
る
こ

　
と
を
前
捉
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
単
位
は
現
実
の
評
価
シ
ス
テ
ム
に

　
お
け
る
社
会
的
な
単
位
と
異
質
な
も
の
で
あ
る
。
投
術
係
数
の
設
定

　
と
い
う
方
法
は
、
現
葵
に
機
能
し
て
い
る
社
会
的
錐
位
と
は
別
に
、

　
も
う
一
つ
の
単
位
を
導
入
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
方
法
の

　
理
論
的
根
拠
と
意
義
が
明
確
に
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の

　
問
題
性
は
揚
武
夫
、
吉
田
憲
夫
氏
が
鋭
く
提
起
し
て
い
る
（
〔
1
1
〕

　
二
六
二
－
四
頁
、
〔
お
〕
三
〇
九
頁
）
。
こ
の
問
題
提
起
を
深
く
受
け

　
止
め
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
価
値
論
研
究
の
要
諦
と
な
る
よ
う
に

　
恩
わ
れ
る
。

（
3
）
　
死
ん
だ
労
働
に
よ
っ
て
評
価
が
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
生
き
た
労

　
働
と
対
象
的
形
態
に
あ
る
労
働
、
ま
た
、
労
働
能
カ
と
の
区
別
が
消

　
失
さ
せ
ら
れ
、
生
き
た
労
働
が
す
べ
て
評
価
ず
み
で
あ
る
か
の
よ
う

　
な
転
倒
が
生
じ
て
く
る
。
こ
こ
に
労
賃
と
い
う
評
価
形
態
の
物
象
性

　
が
あ
る
。
そ
の
点
の
詳
紬
な
検
討
は
略
す
る
。

（
4
）
　
本
稿
の
考
察
で
は
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
労
働
の
問
魍
は
除
外
し
て
い

　
る
o

（
5
）
　
抽
象
的
労
働
の
還
元
に
関
す
る
ク
ラ
ウ
ゼ
の
理
畿
の
も
う
一
つ

　
の
問
魑
点
は
、
遇
元
係
数
の
量
的
未
決
定
と
い
う
テ
ー
ゼ
の
導
出
に

　
関
心
が
置
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
一
の
質
的
規
定
性
へ
の
遼
元
が
第

　
三
者
へ
の
還
元
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
こ
と
が
明
確
に
さ

　
れ
ず
、
抽
象
的
労
働
の
第
三
者
的
性
格
の
理
論
的
意
義
が
明
確
化
さ

　
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
第
三
項
排
除
と
い
う
問

　
題
が
看
過
さ
れ
、
貨
幣
の
理
論
的
規
定
の
核
心
が
あ
い
ま
い
と
な
り
、

　
貨
幣
経
済
と
物
々
交
換
と
の
区
別
も
ま
た
あ
い
ま
い
化
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
推
移
性
や
斉
合
性
の
規
定
に
お
い
て
こ
の
通
約
者
の
第
三

　
者
挫
が
密
輸
入
さ
れ
、
数
理
的
手
法
を
可
能
と
す
る
単
位
の
同
一
化

　
と
い
う
基
礎
的
な
前
提
問
題
が
所
与
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い

　
え
る
。
ク
ラ
ウ
ぜ
は
こ
の
第
三
者
還
元
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
鋭
角
的

　
提
起
を
「
不
完
全
で
矛
盾
し
て
お
り
、
方
法
的
に
問
魑
が
あ
る
」

　
（
〔
2
〕
ω
・
含
）
と
し
て
退
け
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
価

　
値
形
態
論
は
、
ペ
イ
リ
の
「
第
三
の
商
品
」
論
と
の
批
判
的
楕
閲
の

　
成
果
で
あ
り
、
ク
ラ
ウ
ぜ
の
理
諭
構
成
は
、
第
三
項
排
除
論
の
欠
落

　
と
い
う
点
で
、
我
国
の
研
究
水
準
か
ら
み
る
な
ぱ
、
価
植
形
態
論
研

　
究
と
し
て
は
欠
陥
を
含
ん
で
い
る
と
い
え
る
。
拙
稿
〔
1
9
〕
参
照
。

（
6
）
　
こ
こ
に
は
広
松
氏
が
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
分
析
者
た
る

　
邑
『
の
役
割
と
い
う
理
論
的
間
題
が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
点
の

検
討
は
略
す
る
。

〔
1
〕
．
U
o
＜
8
o
さ
峯
’
、
O
目
艘
o
〇
一
〕
蜆
o
－
鶉
o
冨
o
o
円
艘
o
峯
彗
邑
顯
目

　
ヨ
ー
8
ユ
o
艮
＜
竺
冨
一
＞
o
幸
－
8
－
宛
望
影
峯
、
．
o
意
§
；
ミ
9
暮
字

・
目
〇
一
－
N
　
－
o
o
o
～
1

〔
2
〕
琴
彗
蜆
9
5
9
ミ
§
き
芝
§
ぎ
き
ミ
“
O
彗
勺
畠
＜
＆
事
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筍
6
、
「
貨
幣
と
抽
象
的
労
働
」
高
須
賀
義
博
監
訳
、
三
和
書
房
、
一

　
九
八
五
年
。

〔
3
〕
　
冬
彗
メ
穴
’
b
婁
宍
冬
§
、
一
宍
ミ
註
軋
ミ
ま
ミ
ぎ
ざ
害
◎
帝

　
O
§
§
貴
冒
O
旨
く
O
二
晶
。
本
文
で
は
、
K
と
．
略
記
し
、
巻
数
と
原

　
ぺ
ー
ジ
を
示
し
た
。

〔
4
〕
峯
葭
ヌ
宍
’
ミ
s
§
婁
翌
軸
O
雨
竃
ミ
§
夷
昌
星
N
．
き
置
一
冒
。
目
一

　
＝
o
鶉
宍
雪
q
憂
－
、
目
目
ρ
く
o
『
σ
g
9
ε
目
o
q
田
α
－
ω
．
N
自
『
丙
『
岸
寿
o
宵

　
、
o
冒
募
島
昌
o
ぎ
昌
邑
o
（
昌
彗
富
弄
ユ
吾
H
o
o
β
～
冨
a
）
一
H
巴
血
一

　
〇
ポ
旨
＜
胃
5
胴
ω
胃
＝
夕
ε
o
o
o
．

〔
5
〕
　
竃
芭
『
メ
宍
一
－
ミ
s
、
、
向
ミ
畑
雨
膏
ミ
雨
、
ぎ
｝
P
少
O
｝
黒
N
く
o
ユ
里
o
q
一

　
－
o
o
o
｝
－

〔
6
〕
冬
胃
メ
宍
．
一
ミ
昌
ミ
向
秦
曇
ミ
ミ
ぎ
屋
．
貝
9
書
く
o
ま
o
目
一

　
－
o
①
一
．

〔
7
〕
ω
9
邑
呉
O
’
冒
〇
一
〕
自
『
9
9
巨
奉
毛
8
津
冨
箒
自
目
o
冒
肋

　
素
葭
買
．
窒
訂
奏
O
ユ
O
q
窃
鶉
冨
一
b
㌻
≧
雨
ミ
雨
N
雨
章
ζ
』
O
q
1
2
H
・
μ
弁

　
「
コ
ン
ラ
ー
ト
・
シ
ュ
ミ
ヅ
ト
『
平
均
利
潤
率
と
マ
ル
ク
ス
の
価
値

　
法
則
』
」
、
折
原
裕
訳
『
武
蔵
大
学
諭
築
』
二
八
巻
、
六
号
、
一
九
八

　
一
年
。

〔
8
〕
ω
冒
げ
員
ξ
’
N
膏
琴
葦
o
。
蜆
睾
昌
昌
ぎ
ぎ
目
身
箒
舅

　
く
o
目
肉
彗
－
旨
彗
メ
　
＼
§
ミ
§
ミ
、
竃
｝
ぎ
膏
o
雨
寒
鍔
墨
ミ
s
昧
ミ
s
軋

　
9
ミ
な
ミ
ぎ
田
創
．
N
一
H
o
o
睾
・
・
ゾ
ン
パ
ー
ト
「
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の

　
経
済
学
体
系
」
『
マ
ル
ク
ス
と
社
会
科
学
』
知
念
英
行
編
訳
、
一
九

　
七
六
年
。
　
　
　
．

〔
9
〕
ω
后
＆
昌
彗
二
－
一
ミ
s
ミ
ミ
雨
・
等
§
一
2
■
坤
3
N
N
．

〔
1
0
〕
　
碧
海
純
一
「
マ
ル
ク
ス
め
労
働
価
値
論
に
お
け
る
説
得
的
定
義

　
と
本
質
論
」
岡
田
与
好
他
編
『
社
会
科
挙
と
諸
思
想
の
展
開
』
創
文
≡

　
社
、
　
一
九
七
七
年
、
所
収
。

〔
1
1
〕
　
揚
武
男
「
ス
ラ
ヅ
フ
ァ
理
論
と
マ
ル
ク
ス
の
方
法
」
『
経
済
』

　
「
九
八
三
年
、
三
月
号
。

〔
1
2
〕
　
雨
宮
照
雄
「
欧
米
価
値
論
論
争
の
意
義
」
『
経
済
評
論
』
一
．
九

　
八
四
年
、
　
一
〇
月
号
。

〔
1
3
〕
　
雨
宮
照
雄
「
欧
米
に
お
け
る
最
近
の
価
値
論
論
争
に
つ
い
て
」

　
『
三
重
法
経
』
五
七
号
、
一
九
八
三
年
一
月
号
。

〔
1
4
〕
　
伊
藤
誠
「
ス
ラ
ヅ
フ
ァ
理
論
の
意
義
」
『
経
済
評
論
』
一
九
八

　
四
年
、
三
月
号
。

〔
∬
〕
　
植
村
博
恭
「
抽
象
的
労
働
諭
の
可
能
性
」
『
経
済
評
論
』
一
九

　
八
五
年
、
七
月
号
。

〔
1
6
〕
　
植
村
博
恭
「
〈
労
働
の
還
元
〉
と
抽
象
的
労
働
論
」
『
工
，
コ
ノ
、
、
、

　
ア
』
八
四
号
、
一
九
八
五
年
、
三
月
。

〔
〃
〕
　
上
野
俊
樹
「
労
働
個
値
諭
と
現
代
」
『
経
済
』
　
一
九
八
五
年
、

　
五
月
号
。

〔
1
8
〕
　
佐
伯
尚
美
・
他
編
『
マ
ル
ク
ス
経
済
挙
の
現
代
的
課
題
』
東
大

　
出
版
会
、
一
九
八
一
年
。

〔
1
9
〕
　
真
田
哲
也
「
マ
ル
ク
ス
の
実
体
概
念
と
物
象
化
諭
」
社
会
恩
想

　
史
学
会
年
報
『
社
会
思
想
史
研
究
』
九
号
、
北
樹
出
版
、
一
九
八
五

　
年
。

〔
2
0
〕
　
真
周
哲
也
「
個
値
形
態
論
と
個
値
実
体
論
」
『
資
本
論
の
研
究
』
　
．

　
種
瀬
茂
編
、
青
木
書
店
、
一
九
八
六
年
所
収
。
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〔
2
1
〕
　
塩
沢
良
典
『
近
代
経
済
学
の
反
省
』
目
本
経
済
新
聞
社
、
　
一
九

　
八
三
年
。
　
　
　
　
．

〔
2
2
〕
　
塩
沢
良
典
書
評
「
ク
ラ
ウ
ぜ
『
貨
幣
と
抽
象
的
労
働
』
」
『
経
済

　
研
究
』
三
五
巻
、
四
号
、
．
一
九
八
四
年
、
一
〇
月
。

〔
2
3
〕
　
白
金
久
紀
「
転
形
問
題
と
ス
ラ
ヅ
フ
ァ
理
論
」
『
経
済
評
論
』

　
一
九
七
九
年
、
二
月
号
。

〔
2
4
〕
　
柴
田
武
男
「
労
働
と
価
値
」
『
価
値
論
の
新
地
平
』
社
会
評
論

　
社
、
一
九
八
三
年
、
所
収
。

〔
％
〕
　
高
木
彰
「
オ
8
・
繧
o
胃
g
彗
に
お
け
る
『
労
働
価
値
論
』
に
つ

　
い
て
」
（
1
）
、
『
岡
山
大
挙
経
済
学
雑
誌
』
、
　
一
七
巻
一
号
、
　
一
九
八

　
五
年
。

〔
2
6
〕
　
高
須
賀
義
博
『
マ
ル
ク
ス
経
済
挙
研
究
』
新
評
論
、
一
．
九
七
九

　
年
。

〔
2
7
〕
　
高
須
賀
義
博
『
マ
ル
ク
ス
経
済
挙
の
解
体
と
再
生
』
御
茶
の
水

　
書
房
、
一
九
八
五
年
。

〔
2
8
〕
　
高
須
賀
義
博
「
ク
ラ
ウ
ゼ
の
追
瓦
し
た
も
の
」
『
貨
幣
と
抽
象

　
的
労
働
』
前
掲
翻
訳
所
収
。

〔
2
9
〕
　
竹
田
茂
夫
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
価
値
諭
の
新
展
開
ω
1
c
・

　
宍
量
冨
O
の
価
値
形
態
諭
」
『
経
済
志
林
』
五
二
巻
、
二
号
、
一
九
八

　
四
年
九
月
。

〔
3
0
〕
　
広
松
渉
『
マ
ル
ク
ス
主
義
の
成
立
過
程
』
新
装
版
、
至
誠
堂
、

　
一
九
七
四
年
。

〔
3
1
〕
　
広
松
渉
『
賢
本
論
の
哲
学
』
社
会
評
諭
社
、
　
一
九
七
四
年
。

〔
初
〕
松
田
正
彦
「
個
値
論
の
存
在
意
義
を
巡
っ
て
」
『
経
済
評
論
』

　
一
九
八
四
年
、
三
月
号
。

〔
3
3
〕
　
山
口
重
克
『
資
本
論
の
読
み
方
』
有
斐
閣
、
一
九
八
三
年
。

〔
3
4
〕
　
吉
田
憲
夫
「
マ
ル
ク
ス
商
品
諭
の
一
解
釈
－
9
亭
o
篶
句
＞
O
O
－

　
＞
射
向
■
■
O
論
文
の
紹
介
を
兼
ね
て
I
」
『
経
済
諭
集
』
（
大
東
大
）

　
三
三
号
、
　
一
九
八
二
年
。

〔
3
5
〕
　
吉
田
憲
夫
「
『
資
本
論
の
哲
学
』
と
マ
ル
ク
ス
経
済
学
」
『
広
松

　
渉
諭
』
ユ
ニ
テ
、
一
九
八
二
年
所
収
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
挙
大
学
院
博
士
課
程
）
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